応用行動分析学（ABA）について

社会福祉法人　福岡市手をつなぐ育成会
ひまわり園　藏内 智弘

· 応用行動分析学とは
　発達障害がある方の療育においてベースとなる考え方のひとつに、「応用行動分析学（ABA）」があります。行動の前にはきっかけがあり、行動の後には結果があります。そこで、行動する前と後に、効果的な工夫をすることで社会生活上の問題を解決していこうという学問です。応用行動分析の手法は、教育、医療、福祉など幅広い領域で成果を上げています。

· ABC分析
　応用行動分析学（ABA）では、問題行動への適切な対応方法を導き出すため
に、ABC分析という手法を用います。ここでいう「ABC」は、それぞれ「A」はAntecedent＝先行事象（行動の前の状況）、「B」はBehavior＝行動、「C」はConsequence＝後続事象（行動の結果）を表しています。
　学習は、環境と行動が相互に作用して生じています。A:先行事象（〜の時に）→B:行動（〜したら）→C:結果（〜になった）という行動と環境変化との相互作用を「行動随伴性」といいます。
　減らしたい行動や増やしたい行動について行動随伴性を分析すれば、なぜ行動問題が生じているのか、なぜ指導（支援）が進まないのか、どうすればその行動を増やしていけるのかなど、いろいろなアイデアが浮かんでくるようになります。

· 強化と弱化
　人は起こした行動に対する結果が望ましいものだと、以降もその行動を繰り返しやすくなります。この望ましい結果（ほうび）を与えてその行動を増やすことを「強化」といい、そのほうびのことを「強化子」といいます。褒め言葉や励ましの言葉も強化子のひとつです。褒め方のポイントとしては、すぐ（60秒以内）に褒めることが重要です。適応行動と褒められるという体験が結びつき、良いイメージとして残るため、次からの行動に繋がります。
　逆に、人は行動の後に、ほうびとなる出来事が得られないと、その行動が減少していきます。これを「消去」といいます。

· まとめ
[bookmark: _GoBack]　行動を起こす理由を、その人個人の内面に求めるのではなく、行動は個人とそれを囲む環境要因との相互関係（行動随伴性）から生じるということや、強化や弱化の考え方を持って支援することはとても大切だと思います。「行動を起こすのには何か理由がある」と考え、行動の原因と解決策、行動に対する対応のしかたなどを支援者同士で話し合う事で、支援の幅も広がるのではないでしょうか。また、支援者同士で共通認識を持つことで更なる効果も期待できるのではないかと思います。
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